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注:略語説明ほか PIAFS(PHSlnternetAccessForumStandard),*イーサネットはJ富士ゼロックス株式会社の商品名称である｡

"kak@shi”による｢どこでもモニタリング+システムの概要

PHSカードやイーサネットカードなど,さまざまなネットワークカードを差し替えることで,ネットワークインフラストラクチャーを選ばないユビキタスな｢どこでもモニタリング+システムを構築す

ることができる｡

遠隔地の様子をリアルタイムに手軽に画像で見た

いというニーズは以前からあり,これまでにもさまざまな

装置やシステムが提案されてきた｡特に1990年代後

半からは,インターネットを利用した装置･システムが相

次いで出現し,監視や観光スポットのモニタリングなど,

さまざまな目的に利用されはじめている｡

このような遠隔モニタリングシステムの,わが国にお

ける最近の傾向は,従来のパソコンやPDA(Personal

DigitalAssistant)に加えて,携帯電話(ブラウザフォ

ン)が受信表示端末の主軸として考えられていることで

済
はじめに

株式会社日立画像情報システムは,場所やインフラ(インフ

ラストラクチャー)を選ばずに,遠隔地の画像を簡単に手もと

に取り寄せること,いわば｢どこでもモニタリングシステム+を目

指して,小型画像伝送システム``kak@shi''を開発した｡

ある｡携帯電話の機動性を生かして,ユーザーはどこ

からでも見たい場所をモニタノングすることができ,ユ

ビキタス性の向上が達成されている｡

このような遠隔モニタノングを,システム全体として

さらにユビキタスなものとするためには,画像を撮影す

る送信側の端末装置(カメラ端末)にも,インフラスト

ラクチャーや設置場所を選ばない自由度の高さが必

要とされる｡株式会社日立画像情報システムは,この

ような考えに基づき,小型画像伝送システム

"kak@shi''を開発した｡

このシステムは,小型端末とサービスサーバから成っている｡

小型端末は,カセットケースサイズの筐(きょう)体にカメラと画

像処理回路,ネットワークデバイスをオールインワンパッケー

ジしたもので,サービスサーバはインターネット上に配置され,

データ保存や,画像付き電子メール配信などを行う｡

このシステムの大きな特徴は,端末に装着するネットワーク

カードを差し替えることにより,PHS(PersonalHandyphone

β9古

H且評論2□02■1-L31



lllウ〉ol.84ND.11

System)からイーサネットまで,さまざまな通信インフラを駆使

したシステムが構築できることである｡また,クライアントサー

バ型の大型システムから,1端末を1ユーザーと結ぶだけのピ

アツーピアシステムまで,柔軟に対応することができる｡

なお,"kak@shi”とは,スタンドアロンに設置され,必要な

ときにユーザーからの遠隔操作にこたえて,画像を簡便に送

り届ける,という漠然としたイメージから,｢かかし+をもじって

命名した開発コードであり,現在,商標登録とロゴの意匠登

録を申請中である｡

ここでは,ユビキクスな画像伝送システムである,小型画像

伝送システム"kak@shi”の特徴と機能について述べる｡

g
ユピキタス画像伝送システムの課題

モニタリング画像を撮影して送信する端末としては,カメラ

付き携帯電話機や,ネットワーク直結型カメラ(ウェブカメラ)な

どが,よく知られている｡

しかし,これらは,遠隔モニタリング用のユビキクスカメラ端

末として以下のような課題があった｡

(1)カメラ付き携帯電話

本質的に｢撮って送る+装置であって,遠隔モニタリングに

必要な｢撮らせて送らせる+機能を持っていない｡そのため,

送信可能な画像サイズ,フォーマットなども,携帯電話キャリヤ

によって制限され,使用目的に応じたカスタマイズが難しく

なる｡

(2)ウェブカメラ

ユーザーにTCP/IP(Transmission ControIProtocol/

Internet Protocol)などのネットワークについての知識が求め

られる点が大きな課題である｡また,イーサネットなどのネット

ワークインフラを設置する必要があり,場合によってはADSL

(Asymmetric DigitalSubscriber Line)などの常時接続

環境,グローバルIP(Internet Protocol)アドレスなどの準備

蟄
伝送

カメラ付き携帯電話=｢掘って送る装置･システム+

画+ 伝送

遠隔操作

kak@shi=｢撮らせて送らせる装置･システム+

図1撮らせて送らせる装置･システム

遠隔モニダノンクでは,撮らせて送らせる装置･システムが必要となる｡
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が必須条件になる｡

このような点を検討した結果,kak@shiシステムの開発目

標を,｢ネットワークについての知識を必要とせず,通信インフ

ラと表示装置を選ばず,小型･軽量の『撮らせて送らせる』装

置･システム+であることとした(図1参照)｡

kak@shiシステムの特徴

3.1kak@shi端末装置の構成と特徴的な機能

kak@shi端末装置の構成を図2に示す｡画像データ圧縮

からネットワークへのデータ伝送まで,ほとんどの処理を日立

製作所のSHマイコン上のソフトウェアで実行させている｡現時

点では,PHS,モデム,イーサネットのカードドライバを実装し

ており,現在,無線LAN(LocalArea Network)カードドラ

イバや,GPS(GlobalPositioning System)などいくつかの

特殊機能力ードドライバの実装も進めている｡

kak@shi端末装置の仕様を表1に示し,特徴的な機能に

ついて以下に述べる｡

(1)無課金コールバック機能

無線公衆電話回線を利用したシステム構成では,回線利

用料金を送信側,受信側のいずれに課金するかが重要な課

◎ カメラモジュール

信号処理回路

[垂車□
感度アップ

RAM フラッシュ

ROM

SHマイコン

JPEGソフトエンコーダ

ネットワークハンドラ

TCP/lP

カードドライバ

CFカードスロット

函西閻晶

アラーム入力端子

夕ほβ機器制御端子

RS232Cトンネリング端子
(テレメダノング端子)

各種ネットワークCFカード

注:略言吾説明

+PEG(+ointPhotographicExpertsGroup)

RAM(RandomAccessMemory),ROM(ReadOnlyMemory)

TCP/lP(TransmissionControIProtocolノlnternetProtocol)

RS232C(Recomm()ndStandardnumber232)

CF(CompactFlash)

図2kak@shi端末装置の構成

CFカードスロットにPHSやイーサネットなどのネットワークカードを挿入することによ

り､さまざまな通信インフラストラクチャーに対応することができる｡
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表1kak@shi端末装置の仕様

kak@shi端末装置には.画像伝送機能に加えて,画像を一時保存してあく機能や,

画像の変化を積出してアラーム発朝するなどの付帯機能を設けた｡

項 目 仕 様

画像サイズ
VGA(640×480)､QVGA(320×240),

QQVGA(160×120)から選択

画像圧縮 +PEG(ソフトウエア)

伝送速度(QVGA)
1コマ/s(PHS)

5コマ/s(イーサネット)

データ保存
アラーム画像記録

タイマ画像記録

アラーム発軸
タ帽『端子入力連動

動体検知連動

付帯機能

テレメタリング機能

(RS232Cトンネリング)

ネットワークファームアップ

消費電力 1.5W(PHS通信暗)

注:略語説明 VGA(VideoGraphjcsArray),QVGA(QuarterVGA)

QQVGA(QuarterOuarterVGA)

題となる｡そのため,発呼者の電話番号を読み取って着信･

コールバックを切り換える機能や,PHS網の直送メールによる

コールバック機能を持っている｡

(2)アラーム発信および画像記録機能

アラームセンサ端子への人力や動き検出機能などによるア

ラーム発生時に,ネットワーク経由でユーザーにアラーム発信

する｡･-一一方,発生時前後の画像をスキップバック記録し,保

存しておく権能を設けている｡

(3)タイマ画像記録機能

設定した時間間隔ごとに画像を記録保存しておく機能を設

けている｡内蔵FLASH-ROM(Read Only Memory)に画

像を保存する｡これは特に,自然観測など長期間の継続観

測時に有効であると考える｡

(4)動き検知機能

画像に動きがあった場合,ネットワーク経由でユーザーにア

ラーム発生を伝達する機能を設けた｡画像を25のエリアに分

け,それぞれのエリアでの動きを観測する｡任意のエリアの

有効化･無効化や,検出しきい値の設定を可能としている｡

(5)感度アップ機能

搭載するカメラが小型であることから,感度アップを図る目

的で,画像を複数フレーム加算し,感度を向上させる機能を

設けている｡

(6)テレメタリング機能

kak@shiに接続された外部装置を,遠隔地から操作した

り,データを吸い上げたりすることができるように,RS232C

(RecommendStandardnumber232)トンネリング端子を設

けている(国3参照)｡

(7)アナログビデオ信号人力オプション

オプションとして,外部カメラなどを接続することができる手

段を準備した｡

RS232C

タほE装置

kak(夢Shi

㊥
TCP/lP

トンネル(プロトコル変換)

ユーザ∵の端末

図3RSトンネリング

kak@shiに接続された夕帽β装置を､遠隔地のユーザーがkak@shi経由で操作す

ることができ.画像と同時に外部装置からのデータも入手することができる｡

(8)ネットワークファームアップ機能

ネットワーク経由で,装置内部プロセッサのファームウェアを

更新することができる機能を設けた｡

3暮2 サービスサーバの構成と特徴的な機能

kak@shiシステムは,端末を1ユーザーと直接結ぶだけの

ピアツーピアシステムでも運営することができるが,組織的

な運営を必要とする場合には,サービスサーバが不吋欠なも

のとなる｡サービスサーバは,kak@shiとユーザー端末との接

続をインターネット上で仲介する装置であり,kak@shi端末か

らのアラーム情報を受けて,アラーム画像を添付した電子メー

ルをユーザーへ配信する機能と,画像を保存する機能,およ

びホームページ形式で画像を閲覧する機能を持っている｡

サービスサーバの仕様を表2に示し,その特徴について以下

に述べる｡

(1)kak@shi端末とユーザー間の相互認証

ユーザーが,自分の管理物として登録したkak@shi端末

だけにアクセスすることができるように,kak@shiとユーザー間

の相互認証を行うことにより,プライベート画像の第三者への

漏えいを防止することができる｡

表2kak@shけ-ビスサーバの仕様

kak@shiサーバでは,端末装置とユーザー装置の仲介を行うほか.端末装置の一元

管理をユーザーに代行して行う｡

項 目 仕 様

kak@shi側
独自プロトコル

プロトコル

インターネット側
HTTP,SMTP

プロトコル

対応ルータ
lNS64用

NTT-MEMN128*1,

ヤマハRT54i*2,RT65i

lNS1500用 ヤマハRT300i

想定ユーザ数 1,000～10,000人

注:略語説明ほか

HTTP(HyperTextTransferProtocol)

SMTP(SimpleMailTransferProtocoり

*1MN128は,株式会社エヌ･テイ･ティ エムイーの商品名称である｡
*2 ヤマハRTシリーズは,ヤマハ株式会社の商品名称である｡

｢例会2002■11l33
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(2)プロトコル変換機能

kak@shiのセキュリティを向上させるため,汎用の通信プ

ロトコルではなく,専用の独自通信プロトコルを採用している｡

サービスサーバはこの独自のプロトコルでkak@shiと通信し,

そのデータをホームページやメールに使われる汎用のプロトコ

ルに変換してユーザー端末へ送信する｡

(3)ダイヤルアップルータ制御機能

kak@shiに搭載したPHSカードとの通信にはISDN

(IntegratedServicesDigitalNetwork)回線を用いる｡わ

が国では東西のNTT(日本電信電話株式会社)による

INS64またはINS1500サービスを利用することになるので,そ

れぞれの回線に応じて,代表的なダイヤルアップルータを制御

する機能を備えた｡また,ダイヤルアップルータを複数台制御

することもできるので,サービス規模に応じたスケーラビリティ

の高いシステムを構成することができる｡

感
今後の機能の拡張

今後のブロードバンドネットワークのいっそうの普及に伴い,

遠隔モニタリングシステムは,さまざまな用途に簡便に活用さ

れ,本格的な業務監視システムの中に組み込まれることが予

想される｡今後,kak@shiシステムには,以下のような機能の

拡張を図っていく考えである｡

(1)内部保存とファイルシステム

数時間から数日分の画像保存容量を持たせるために,コン

パクトフラッシュATA(AdvancedTechnologyAttachment)

カードを2枚目のカードとして用いる｡これは,ネットワークの一時

的な障害などが発生したときなどのバッファとしても動作させる

ことができる｡

倉重知行

脅

34+㈹評論200川

(2)高能率画像圧縮エンジンの搭載

無線公衆電話回線のようにきわめてバンド幅の狭い通信イ

ンフラでの画像更新の頻度を向上させるために,高能率画

像圧縮エンジンを実装する｡現在,JPEG2000方式の圧縮の

検討を進めている｡

謬
おわりに

ここでは,遠隔モニタリングに適した,｢撮らせて送らせる+

小型画像伝送装置･システムである"kak@shi”について述

べた｡

低価格帯の遠隔モニタリングやテレメタリングの市場は,今

後急速に伸張することが予測される｡株式会社日立画像情

報システムは,さらなる機能,性能,簡便性と,システム全体

のいっそうの向上を図っていく｡
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